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【経過】

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、地方公共団体は、

平成27年4月から教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下、大

綱という。）を策定することとなった。

この改正をうけ、当別町では、平成27年と令和2年に大綱を作成し、令和7年3月に終期

を迎えることから、令和6年度の総合教育会議において協議、調整を行い次期大綱を策

定した。

この大綱に基づき、学校教育や社会教育のさらなる発展を図る。

令和7年４月以降とする。それ以降、大綱を見直す必要が生じた場合は、総合教育会

議において協議する。

【期間】

【関連計画】

当別町総合計画

当別町教育大綱

当別町教育基本計画

各年度推進計画



【趣旨】

当別町の教育は、明治４年に仙台藩岩出山伊達家当主 伊達邦直公とその家臣が当

別に入植して間もなく、家臣団の一人である鮎田如牛が、私塾を開いて移住者の子どもた

ちの教育を担ったことに始まります。

如牛は、自宅の傍に草小屋を建てて学舎とし、子どもたち数十

名に読書、習字、数学を教えました。

これは学校制度が発布される数カ月前のことであり、困難な開拓当初にあっても「教育の

ことは１日もゆるがせにできない」として教育を重んじた強い意志の現れと言えます。

また、開拓時に考案されたと伝えられる当別村邑則は、開拓に向けた家臣一同の決意

であるとともに、教育の方針を示すものでもありました。

町の未来を託す子どもたちの教育を何より重んじた精神は、現代まで脈々と引き継がれて

おり、この理念を礎として、当別町の教育の総合的な施策の方針となる当別町教育大綱を

策定します。

（令和7年3月）

【当別町教育の基本理念】

【当別町教育の基本方針】

１ 強じんな精神とたくましい身体をつくる

２ 科学的な知識や技能を身につける

３ 豊かな情操の涵養と文化の創造につとめる

４ 自主的な判断力と社会的徳性をつちかう

５ 明るく豊かで住みよい郷土をきずく

１ 一人ひとりを生かす創意ある学校経営

２ 自ら考え創造する力を育てる学習指導

３ 豊かな心で自ら実践する力を育てる生徒指導

４ 生命を尊ぶ態度と強い身体を育てる健康安全指導

社会教育

１ 自ら学び自ら活動し伝統を生かし当別をつくる人材の育成

２ 明日を創造する青少年をたくましく育てる社会教育の推進

３ 健康な心身をつくり明るいまちをつくるスポーツの推進

４ 楽しさと生きがいをつくり育てる社会教育の推進

学校教育
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